
国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部

平成２９年９月４日時点

豪雨により多量の土砂と流木が流出
（福岡県朝倉市北川付近）

山腹斜面で多数の崩壊が発生
（福岡県朝倉市北川付近）

７月７日撮影７月７日撮影

赤谷川、小河内川、乙石川合流点付近における流木による被害（福岡県朝倉市）

７月８日撮影

赤谷川

乙石川

小河内川



7/4 16:00 7/5 4:00 16:00 7/6 4:00 16:00

北小路公民館 雨量データ
（福岡県朝倉市黒川）

一般被害と降雨状況等

土砂災害の発生状況

5日 14:10
土砂災害警戒情報

注意報 特別警報警報 警報
5日 9:32 5日 13:14 5日 17:51 6日 14:10

（大雨特別警報・警報・注意報の発表状況）

（土砂災害警戒情報）

○最大24時間降雨量は829mm（～7月6日8時）、最大1時間降雨量は124mm（7月5日14時～15時）

都道府県
人的被害 住家被害

死者（人） 行方不明者（人） 全壊（棟） 半壊（棟） 一部損壊（棟） 床上浸水（棟） 床下浸水（棟）

福岡県 33 5 227 795 43 21 506

大分県 3 0 48 266 5 148 843

合計 36 5 275 1,061 48 169 1,349

※消防庁HPを参考に福岡県、大分県を抜粋して作成（8月21日15時30分時点）

1時間雨量
（mm）

連続雨量
（mm）

○一般被害

8月31日現在
土砂災害発生件数

３０７件
土石流等 ： 163件
地すべり ： 3件
がけ崩れ ： 141件

【被害状況】
人的被害：死者 20名

負傷者 2名
人家被害：全壊 99戸

半壊 63戸
一部損壊 104戸

なかつしやまくにまちくさもと

大分県中津市山国町草本土石流等

あさくらぐんとうほうむら

福岡県朝倉郡東峰村土石流等

※これは速報であり、数値等
は今後変わることもあります。

都道府県別
土砂災害発生件数

朝倉市163件

東峰村62件

日田市29件

中津市8件

凡例
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地すべり

ひたし おの

大分県日田市小野7/6 がけ崩れ

あさくらしはきますえ

福岡県朝倉市杷木松末7/5

北九州市7件

県名 発生件数

福岡県 232件

佐賀県 1件

長崎県 9件

熊本県 22件

大分県 42件

宮崎県 1件

合計 307件九州地方



○河道閉塞を伴う土砂災害が発生した小野地区において、7月6日、8日、13日に土砂災害専門家等に
よる調査を実施。大分県及び日田市長へ、被害状況の調査結果に関する速やかな情報提供と、今後
の復旧に関する技術的助言を行い、警戒避難体制の確立等を支援。

○7月12日には、朝倉市長、東峰村長へ避難勧告等の発令基準の考え方について助言。

土砂災害専門家等による調査・技術的助言

河道閉塞状況確認

日田市長への報告状況（7/6）

【河道閉塞に関する土砂災害専門家、学識者による助言内容】
・河道上の澪筋周辺で直径1～2m程度の石礫が確認され、河床勾

配も1/80程度と掃流区間であるため、現時点で河道を閉塞した
土砂が下流に流出する可能性は低い。

・崩壊で生じた土塊は山腹に残存しているため今後の降雨等により
再度崩壊する可能性がある。

・監視・観測体制の整備と斜面に変状が生じた際にすみやかに避
難が可能となる情報伝達体制を確立することが必要。

朝倉市 東峰村

河道閉塞による湛水状況

避難勧告等の発令基準の考え方について助言

位置図

東峰村

朝倉市

福岡県

日田市

大分県

小野地区

大分県日田市小野地区の対応状況

○河道閉塞を伴う土砂災害が発生した小野地区において、7月13日より大分県が伸縮計による斜面の変状
の観測を実施中。

○また、7月15日までに河道閉塞部の仮排水路及び仮復旧道路を整備。これに伴い、日田市では梛野地区
の避難指示を解除。

発生日時 ： 平成29年7月6日10時頃
被害状況 ： 県道107号寸断

家屋損壊 7戸
家屋等浸水10戸

崩壊の規模 ： 幅200m 長さ300m

仮復旧道路（7/9～7/15 大分県実施）
・ 河道閉塞により寸断された現道に替わる仮設道路

仮排水路（7/9～7/15 大分県実施）
・ 河道閉塞部の仮排水路を整備。

凡例
：監視カメラ
：量水標
：伸縮計
：警報器

斜面全景（7/13 国土地理院撮影）

※被災戸数については調査中であり、変わる可能性があります

伸縮計の整備

上流の状況(8/3 大分県撮影)



流木発生量について（速報値）

○斜め写真等を基に判読を行い、流木発生量の調査を実施。一連の豪雨により発生した流木量は
約21万m3（ 約17万t）と推定される。

○流木発生量は、「山林」由来が約13万m 3と最も多く全体の約63％ を占め、「渓畔林」由来の流木
は全体の約28％ 、「河畔林」由来の流木は全体の約6％ と比較的少ない状況。

流木発生域の分類

筑後川

流木発生域の分類イメージ

分類 判読基準

A：山林 
山腹の崩壊地。災害前の航
空写真等で伐採されていた範
囲は除外する。

B：渓畔林 
土石流等の流下範囲で、侵
食によって裸地になった範囲

C：河畔林 
河川区間内にある林につい
て、災害前の航空写真に存
在し災害後に消滅した林

C’：その他林 
河川の氾濫等によって消滅し
た林で「C：河畔林」以外の林

河川別流木発生量
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平成29年7月九州北部豪雨は過去最大級の流木災害

赤谷川が最も多く
全体の約2割

一般的な土石流災害における発生流木量との比較を行った結果、過去の災害では、単位面積あたり
の発生流木量は概ね1,000m3/km2以下であるが、今回の災害では288渓流中、約半数の134渓流で
1,000m3/km2を超えて流木が発生し、また最も多い赤谷川の渓流ではその約20倍近くに達するところ
があるなど過去最大級の流木災害だったと言える。
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【凡例】

平成29年7月九州北部豪雨

土石流危険渓流 福岡県
土石流危険渓流 大分県
平成25年伊豆大島
平成23年那智川
既往データ（針葉樹）
既往データ（広葉樹）

赤谷川の渓流

発
生

流
木

量
（
m

3 ）

過去の災害の概ねの上限値
単位面積あたりの発生流木量

1,000m3/km2

単位面積あたりの発生流木量
が1,000m3/km2を超えた渓流

288渓流中134渓流

過去の災害の
概ねの上限値の約20倍

20,000m3/km2

【凡例】
平成29年7月九州北部豪雨

土石流危険渓流 福岡県
土石流危険渓流 大分県
平成25年伊豆大島
平成23年那智川
既往データ（針葉樹）
既往データ（広葉樹）

流域面積（km2）

流木発生量
210,377m3

山林
133,324m3

63%

渓畔林
58,798m3

28%

河畔林
12,235m3

6%
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筑後川水系赤谷川流域における直轄砂防災害関連緊急事業の実施

○筑後川水系赤谷川流域において発生した土砂災害について、
流域内に堆積した不安定土砂等の再移動による二次災害を
防ぐための緊急的な砂防工事を実施。（全体事業約28億円）

○8月15日に事業着手し、翌日の16日から工事に着手。
実施箇所：福岡県朝倉市（杷木松末地区）
実施内容：砂防堰堤工２基、遊砂地工１基、

強靱ワイヤーネット工４基

乙
石
川

①の対策工イメージ

砂防堰堤工

乙
石
川

②の対策工イメージ

遊砂地工
赤
谷
川

赤
谷
川

赤谷川下流の状況（本川合流点）

現地測量等の結果によっては、
施設の位置等は変更となる場合があります。

1

2

3

凡例

砂防堰堤

遊砂地

強靱ワイヤーネット

7月7日撮影

7月10日撮影

7月8日撮影

赤谷川

赤谷川上流に残存する
土砂・流木の状況

位置図

東峰村朝倉市

福岡県

日田市

大分県

8月16日撮影

③工事用道路の造成

緊急的な対策工事の実施（福岡県、大分県）

全景(対策工イメージ)

梛野集落

法面工

なぎの

集水井工

アンカー工

【凡例】

地すべり対策（大分県日田市小野地区） 急傾斜地崩壊対策（福岡県朝倉市真竹地区）

保全対象： 人家10戸、県道、市道
一級河川 小野川

被災状況： 死者1名、負傷者2名
家屋被害10戸
県道106号線寸断

崩壊の規模：幅200m 長さ300m
主な対策工：集水井工

アンカー工 他

斜面崩壊状況

← 赤谷川

保全対象 ：人家13戸
被害状況 ：家屋全壊8戸,半壊2戸,一部破損2戸
崩壊の規模 ：幅260m 高さ63m
主な対策工 ：法面工

法面工

保全対象 ：人家11戸、県道
主な対策工 ：砂防堰堤工

砂防堰堤工
（H=9.5m,L=114.0m）

土石流対策（福岡県東峰村）

県道

渓流

被害想定区域

河川

保全対象

流域

【凡例】

被災状況 崩壊地の状況



○福岡県朝倉市須川では、豪雨により多数の斜面崩壊等が発生したが、既設砂防堰堤が土砂・流
木を捕捉し、下流の人家等への被害を軽減。

○推定流木捕捉量は16,500m3（空隙込み）。

【施設効果事例】砂防堰堤が土砂・流木を捕捉（福岡県朝倉市）

妙見川上流域

平成29年7月14日撮影

須川第１砂防堰堤
堰堤高7.0 m、堰堤長74.8m

■施設諸元
堰堤名：須川第１砂防堰堤
堰堤高：7.0.m
堰堤長：74.8m

ちくご

筑後川

須川第１砂防堰堤

大分県
福岡県

砂防堰堤下流の保全対象
（工場、人家 等）

今後の流木対策の進め方

流木による被害を減少させるため、砂防事業として以下の流木対策を強力に推進

既設砂防堰堤新設砂防堰堤

○ 流木等を確実に捕捉するために、透過構造を有
する施設（例えば、透過型砂防堰堤、流木捕捉
工）を原則設置する改訂を行った（平成28年4月）。

○ 透過構造を有する施設の設置を徹底する。

○ 流木の捕捉効果を高めるための改良を行う。

○ 特に多量の流木の流出が想定される流域など
下流への被害の拡大が懸念される流域において、
既設堰堤の有効活用を積極的に進める。

透過型砂防堰堤

透過型砂防堰堤への改良後

改良前

改良後

流木捕捉工



土砂災害危険箇所等の緊急点検実施状況

○ 平成29年7月九州北部豪雨により土砂災害が発生した福岡県および大分県において、土砂災害危
険箇所等1,362箇所の緊急点検を実施（うち福岡県583箇所、大分県779箇所）。

○応急的な対策が必要な256箇所を抽出し、点検結果を関係市町村へ説明。
○ 国土交通省からは、16班約70名、県も含めた全体では延べ100班約410名が点検を実施。

九州地方 特に福岡県、大分県の住民の皆様へ

赤谷川

H29.7.8撮影
九州地方整備局

土砂災害に注意

福岡県、大分県をはじめとする一連の豪雨により、かつてないほど斜面が崩壊し、今後の降雨により崩壊が拡大するお

それがあります。土砂災害から身を守るために、降雨の際は、土砂災害に注意してください。
＜注意すべき３つの事項＞
◎ 土砂災害警戒区域はじめ、これまでに崩壊した斜面などでは、今後の降雨で土砂災害のおそれがあります。危険なと

ころに近づかないようお願いします。
○ 大雨注意報、大雨警報や土砂災害警戒情報に十分注意をお願いします。
○ 早めに避難場所などの安全な場所に避難をお願いします。

これまでに崩壊した斜面など、
豪雨によって崩壊が多数発生し
ており、土砂災害警戒区域はじ
め、降雨で土砂災害のおそれが
あります。

福岡県朝倉市 北川

福岡県朝倉市 赤谷川上流

乙石川

：崩壊地

H29.7.8撮影
九州地方整備局

北川

【豪雨により、多数の崩壊が発生している事例】

※本資料は速報であり、今後数値等は変わることがあります

※ 判定結果の危険度
Ａ：応急的な対策が必要な箇所
Ｂ：当面巡視等の警戒が必要な箇所
Ｃ：特に変化はなく緊急度は低いが、降雨状況によっては注意を要する箇所

渓流内調査

調査結果とりまとめ作業

Ａ Ｂ Ｃ 計

朝倉市 162 65 126 353

東峰村 62 25 143 230

合計 223 90 270 583

日田市 24 33 371 428

中津市 8 18 325 351

合計 32 51 696 779

256 141 966 1,362

危険度判定

福

岡

県

大

分

県

全体

※

地元の方へ聞き取り

内業実施状況

TwitterやHPを
活用して周知



砂防部関係施策の詳しい内容については、以下ホームページでご覧になれます。
国土交通省 http://www.mlit.go.jp/
国土交通省砂防部 http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/index.html

（平成29年9月 国土交通省砂防部）


